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社会福祉法人　滴 翠 会
月刊 平成３年１月創刊

デ イ サ ー ビ ス セ ン タ ー 華 翠 会 舘 前 で 消 火 訓 練
　

合
同
総
合
防
災
訓
練

　

６
月
６
日
、
慈
翠
舘
・
明
翠
苑
合
同
で
防

災
避
難
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

慈
翠
舘
で
は
地
震
や
火
災
を
想
定
し
た
避

難
訓
練
を
定
期
的
に
行
っ
て
い
ま
す
が
、
今

回
は
消
防
署
立
会
の
も
と
緊
張
感
あ
る
訓
練

と
な
り
ま
し
た
。

　

職
員
の
他
に
も
利
用
者
の
方
か
ら
防
災
係

を
選
出
し
、
避
難
の
声
掛
け
や
点
呼
を
し
て

頂
い
て
い
ま
す
。
非
常
ベ
ル
が
鳴
る
と
同
時

に
防
災
係
は
職
員
と
共
に
「
火
事
で
す
！
避

難
し
て
く
だ
さ
い
！
」「
逃
げ
遅
れ
て
い
る

方
は
い
な
い
で
す
か
？
」
な
ど
、
緊
急
時
に

も
焦
ら
ず
落
ち
着
い
た
対
応
で
避
難
さ
せ
、

日
頃
の
訓
練
の
成
果
が
見
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

訓
練
後
の
反
省
会
で
は
消
防
署
よ
り
、
災

害
発
生
時
に
は
入
居
し
て
い
る
皆
さ
ん
の
命

を
守
る
た
め
職
員
と
防
災
係
が
連
携
し
、
迅

速
に
行
動
す
る
事
が
大
事
で
す
。
と
ア
ド
バ

イ
ス
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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◦
養
護
老
人
ホ
ー
ム

滴て
き

翠す
い

苑え
ん

だ
よ
り

か
す
み
が
う
ら
市
横
堀
四
五
一
―
五

Ｔ
Ｅ
Ｌ　
〇
二
九
九
―
五
九
―
三
六
三
一

　

苑
内
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

　

６
月
19
日
に
滴
翠
苑
集
会
室
で
苑
内
シ
ョ

ッ
ピ
ン
グ
を
行
い
ま
し
た
。
近
く
の
衣
料
店

に
ご
協
力
頂
き
定
期
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
薄
手
の
シ
ャ
ツ
等
夏
に
向
け
て

の
洋
服
や
下
着
、
帽
子
を
主
に
持
っ
て
き
て

頂
き
夏
ら
し
い
爽
や
か
な
色
合
い
の
商
品
が

並
び
ま
し
た
。
商
品
を
実
際
に
手
に
取
り
な

が
ら
ゆ
っ
く
り
お
買
い
物
で
き
る
機
会
が
減

っ
て
き
て
い
る
た
め
皆
さ
ん
心
待
ち
に
し
て

い
ま
し
た
。

　

男
性
の
利
用
者
は
、
パ
ッ
と
見
て
買
う
買

わ
な
い
を
即
決
し
て
お
買
い
物
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
女
性
の
利
用
者
は
、
商
品
を
ゆ
っ
く

り
ご
覧
に
な
り
体
に
当
て
が
い
な
が
ら
お
買

い
物
を
楽
し
ま
れ
て
い
て
、
対
照
的
な
お
買

い
物
の
仕
方
で
し
た
。

　

お
買
い
物
を
終
え
皆
さ
ん
い
ち
早
く
新
し

い
洋
服
を
着
た
い
様
子
で
今
回
も
良
い
お
買

い
物
を
さ
れ
た
よ
う
で
良
か
っ
た
で
す
。

　

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会

　

６
月
13
日
第
13
回
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大

会
が
滴
翠
苑
集
会
室
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
姉
妹
施
設
の
慈
翠
舘
・
明
翠
苑
の

皆
さ
ん
を
お
招
き
し
、
６
チ
ー
ム
に
よ
る
対

抗
戦
を
行
い
ま
し
た
。
競
技
内
容
は
「
魚
釣

り
」「
ボ
ウ
リ
ン
グ
」「
輪
投
げ
」「
ボ
ー
ル

リ
レ
ー
」「
玉
入
れ
」
と
誰
も
が
楽
し
く
参

加
で
き
る
競
技
で
す
。
し
か
し
、
実
際
や
っ

て
み
る
と
な
か
な
か
難
し
く
皆
さ
ん
真
剣
に

取
り
組
ま
れ
、
白
熱
し
た
戦
い
に
な
り
ま
し

た
。

　

特
に
、
団
体
種
目
の
「
玉
入
れ
」
は
声
を

出
し
合
い
な
が
ら
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
全

力
で
競
技
さ
れ
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

ど
の
チ
ー
ム
も
奮
闘
し
て
い
て
抜
き
つ
抜

か
れ
つ
の
戦
い
で
し
た
が
、
明
翠
苑
チ
ー
ム

が
優
勝
と
な
り
幕
が
下
が
り
ま
し
た
。

　

利
用
者
の
熱
心
に
競
技
す
る
姿
や
応
援
す

る
姿
が
見
ら
れ
良
い
大
会
に
な
り
ま
し
た
。

レ ク リ エ ー シ ョ ン 大 会 　 玉 入 れ



第343号

（3）

TEKISUIKAI KAIHOU      2019 JULY

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

６
月
23
日
に
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ま
ご
こ

ろ
様
が
来
苑
さ
れ
、
利
用
者
と
一
緒
に
布
を

利
用
し
た
工
作
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。
利
用

者
の
皆
さ
ん
は
、
に
こ
や
か
に
会
話
を
さ
れ

な
が
ら
真
剣
に
作
業
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま

し
た
。

　

ま
た
、
６
月
30
日
に
新
治
商
工
会
女
性
部

の
皆
様
が
来
苑
さ
れ
、
舞
踊
や
カ
ラ
オ
ケ
、

フ
ラ
ダ
ン
ス
を
披
露
し
て
頂
き
ま
し
た
。
全

員
で
行
え
る
手
遊
び
や
体
操
も
や
っ
て
頂
き
、

利
用
者
も
一
緒
に
身
体
を
動
か
し
、
皆
さ
ん

楽
し
そ
う
で
し
た
。

　

最
後
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
と
利
用

者
有
志
の
方
で
一
緒
に
踊
っ
て
会
場
が
大
い

に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
は
笑
顔
が
素
敵
で

利
用
者
も
に
こ
や
か
な
表
情
が
見
ら
れ
、
改

め
て
笑
顔
に
は
力
が
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
、
有
難
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　

慰　

霊　

祭

　

６
月
４
日
、
滴
翠
苑
集
会
室
で
先
亡
利
用

者
の
慰
霊
祭
が
厳
修
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
祭
壇
が
設
け
ら
れ
厳
か
な
雰
囲

気
の
中
、
利
用
者
と
職
員
が
参
列
さ
れ
ま
し

た
。

　

導
師
様
に
法
話
と
読
経
を
し
て
頂
き
、
滴

翠
苑
在
籍
中
に
亡
く
な
ら
れ
た
方
百
十
九
名

の
名
前
が
詠
み
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
利
用
者
の
皆
さ
ん
と
職
員
に
よ

り
焼
香
を
行
い
祭
壇
に
向
か
っ
て
手
を
合
わ

せ
故
人
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
し
た
。

　

�
職
員
研
修
・
会
議

　

安
全
運
転
管
理
者
講
習　
　
　

６
月
19
日

　

�
７
月
の
行
事

　

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ　
　
　
　
　
　

７
月
４
日

　

歩
け
歩
け
大
会
・
害
虫
駆
除　

７
月
11
日

　

夏
ま
つ
り　
　
　
　
　
　
　
　

７
月
26
日

　

お
誕
生
会　
　
　
　
　
　
　
　

７
月
30
日

ボ ラ ン テ ィ ア の 皆 様 の 演 技



滴　翠　会　会　報　　令和１年７月号 第343号

（4）

◦
救
護
施
設

慈じ

翠す
い

舘か
ん

だ
よ
り

石
岡
市
半
ノ
木
一
一
四
六
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ　
〇
二
九
九
―
二
四
―
二
八
七
一

　

春
季
運
動
会

　

五
月
三
十
日
に
慈
翠
舘
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
春

季
運
動
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
姉

妹
施
設
の
養
護
老
人
ホ
ー
ム
滴
翠
苑
、
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
明
翠
苑
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
華
翠
会
舘
、
石
岡
市
内
の
泉
ヶ
丘

子
ど
も
園
、
石
岡
市
福
祉
作
業
所
、
近
隣
の

老
人
会
の
皆
様
が
参
加
さ
れ
、
盛
大
に
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

競
技
は
、
個
人
種
目
と
団
体
種
目
を
行
い

紅
白
で
競
い
合
い
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
ど
も

園
の
園
児
に
よ
る
お
遊
戯
は
一
生
懸
命
踊
っ

て
い
る
姿
が
と
て
も
可
愛
ら
し
く
会
場
の
雰

囲
気
が
和
や
か
に
な
り
ま
し
た
。
結
果
は
、

僅
差
で
紅
組
が
優
勝
と
な
り
ま
し
た
が
、
皆

で
健
闘
を
称
え
合
い
、
感
動
的
な
運
動
会
に

な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
行
事
は
、
他
施
設
や
地
域
の

方
々
と
の
交
流
を
深
め
る
良
い
機
会
に
な
っ

て
お
り
、
こ
れ
か
ら
も
大
切
に
し
て
行
き
た

い
と
感
じ
ま
し
た
。

　

園
芸
同
好
会

　

園
芸
同
好
会
は
、
男
性
２
名
・
女
性
４
名

で
玄
関
や
医
務
室
前
の
花
壇
を
整
備
・
管
理

し
て
い
ま
す
。
活
動
と
し
て
は
主
に
、
毎
日

の
水
や
り
、
草
取
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
は
、
ゴ
ー
ヤ
と
朝
顔
の
種
を
ま
き
新
芽

が
出
て
来
た
と
こ
ろ
で
、
来
月
に
は
ネ
ッ
ト

を
張
り
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
の
準
備
を
し
ま

す
。
ま
た
、
小
美
玉
市
に
あ
る
花
木
セ
ン
タ

ー
へ
外
出
し
、
花
の
苗
等
を
同
好
会
メ
ン
バ

ー
の
好
き
な
物
を
選
び
植
え
付
け
を
す
る
予

定
で
す
。
秋
に
向
け
て
は
、
ゴ
ー
ヤ
等
の
ネ

ッ
ト
外
し
や
種
取
り
を
行
い
、
花
壇
が
寂
し

く
な
ら
な
い
よ
う
に
花
の
植
え
替
え
を
し
て

い
き
ま
す
。

　

今
月
よ
り
１
名
加
わ
り
、
花
が
大
好
き
な

よ
う
で
「
種
が
取
れ
た
よ
」
と
持
っ
て
来
て

く
れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
暑
く
な
っ
て
来
て
草

取
り
や
水
や
り
等
大
変
で
す
が
、
き
れ
い
な

花
が
見
ら
れ
る
よ
う
頑
張
っ
て
行
き
ま
す
。

運 動 会 　 パ ン 食 い 競 走
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大
洗
方
面
一
泊
旅
行

　

五
月
二
十
二
・
二
十
三
日
に
か
け
て
大
洗

方
面
へ
旅
行
に
出
掛
け
ま
し
た
。

　

一
日
目
は
江
戸
崎
に
あ
る
森
の
イ
バ
ラ
イ

ド
へ
行
き
ま
し
た
。
園
内
に
は
た
く
さ
ん
の

動
物
が
居
て
、
ふ
だ
ん
間
近
で
は
見
る
事
の

出
来
な
い
馬
や
羊
、
ヤ
ギ
な
ど
と
ふ
れ
あ
う

事
が
で
き
、
天
気
も
良
く
楽
し
い
時
間
を
過

ご
し
宿
泊
先
の
大
洗
シ
ー
サ
イ
ド
ホ
テ
ル
に

向
か
い
ま
し
た
。
ホ
テ
ル
で
は
海
の
見
え
る

温
泉
に
入
り
、
夕
食
は
海
鮮
料
理
を
い
た
だ

き
、
そ
の
後
は
カ
ラ
オ
ケ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
、
ホ
テ
ル
の
近
く
に
あ
る
大
洗

水
族
館
に
行
き
ま
し
た
。
サ
メ
や
マ
ン
ボ
ウ
、

ア
ザ
ラ
シ
等
、
近
く
で
見
る
と
と
て
も
大
き

く
驚
き
ま
し
た
。
皆
さ
ん
が
一
番
興
奮
し
て

い
た
の
は
イ
ル
カ
シ
ョ
ー
で
の
イ
ル
カ
の
ジ

ャ
ン
プ
で
す
。
着
水
す
る
時
の
水
し
ぶ
き
が

上
が
る
た
び
に
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　

と
て
も
楽
し
い
思
い
出
作
り
が
出
来
ま
し
た
。

　
お
願
い

　

使
っ
て
い
な
い
タ
オ
ル
は
あ
り
ま
せ
ん

か
？
未
使
用
で
今
後
お
使
い
に
な
る
予
定

の
な
い
タ
オ
ル
を
寄
付
し
て
頂
け
る
と
助

か
り
ま
す
。
ご
来
舘
の
際
に
で
も
お
持
ち

下
さ
い
。

　

ご
協
力
、
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

�
職
員
研
修
・
会
議

　

相
談
援
助
者
研
修　

６
月
10
日
～
11
日

　

キ
ャ
リ
ア
パ
ス
研
修

　
　
　
　
　
　
　
　
　

６
月
17
日
～
18
日

　

接
遇
マ
ナ
ー
研
修　
　
　
　

６
月
20
日

　

論
理
的
思
考
研
修　
　
　
　

６
月
26
日

　

�
７
月
の
行
事

　

食
事
外
出　
　
　
　
　
　
　
　

７
月
２
日

　

七
夕　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

７
月
６
日

　

保
養
セ
ン
タ
ー
・
全
館
消
毒　

７
月
17
日

　

誕
生
会　
　
　
　
　
　
　
　
　

７
月
24
日

大 洗 一 泊 旅 行



滴　翠　会　会　報　　令和１年７月号 第343号

（6）

◦
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

明め
い

翠す
い

苑え
ん

だ
よ
り

石
岡
市
半
ノ
木
一
一
四
八
一
―
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ　
〇
二
九
九
―
二
三
―
九
六
二
〇

　

合
同
総
合
防
災
訓
練

　

６
月
６
日
、
慈
翠
舘
・
明
翠
苑
・
華
翠
会

舘
の
合
同
総
合
防
災
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　

合
同
総
合
防
災
訓
練
で
は
石
岡
市
消
防

署
・
防
災
設
備
業
者
の
立
ち
会
い
の
も
と
、

避
難
訓
練
・
通
報
訓
練
を
含
め
、
消
火
器
・

屋
内
消
火
栓
を
使
っ
た
、
職
員
の
実
践
的
な

消
火
訓
練
も
行
い
ま
し
た
。

　

毎
月
、
明
翠
苑
で
も
避
難
訓
練
を
行
っ
て

い
る
こ
と
も
あ
り
、
職
員
一
人
一
人
が
協
力

し
合
っ
て
、
避
難
場
所
へ
利
用
者
の
皆
さ
ん

を
誘
導
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
消
火
訓

練
で
は
、
消
火
器
と
屋
内
消
火
栓
を
実
際
に

使
っ
て
訓
練
し
ま
し
た
。

　

消
火
訓
練
を
見
学
さ
れ
た
利
用
者
か
ら
は

「
上
手
く
で
き
た
ね
」
と
職
員
に
拍
手
を
お

く
っ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

　

職
員
一
同
日
々
の
訓
練
を
怠
ら
ず
、
も
し

も
の
時
に
備
え
て
、
こ
れ
か
ら
も
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　

七　

夕

　

７
月
７
日
は
「
七
夕
」
で
体
操
の
時
間
に

「
た
な
ば
た
さ
ま
」「
き
ら
き
ら
ぼ
し
」
な
ど

を
歌
い
楽
し
み
ま
し
た
。
又
、
利
用
者
の
皆

さ
ん
の
願
い
事
を
短
冊
に
書
い
て
各
食
堂
の

笹
に
飾
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
願
い
ご
と
が

た
く
さ
ん
叶
う
と
い
い
で
す
ね
…
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
が
来
苑
し
て
く
だ
さ

り
、
各
部
屋
の
テ
ラ
ス
と
サ
ッ
シ
を
ホ
ー

ス
・
ほ
う
き
・
デ
ッ
キ
ブ
ラ
シ
・
雑
巾
等
を

使
っ
て
一
つ
一
つ
綺
麗
に
し
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。

　

利
用
者
は
、
突
然
の
訪
問
者
に
び
っ
く
り

し
て
い
ま
し
た
が
、
雨
の
中
清
掃
し
て
く
れ

て
い
る
姿
を
目
に
し
て
「
ご
苦
労
様
」
と
声

を
か
け
て
い
ま
し
た
。

　

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

総 合 防 災 訓 練
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明翠苑ニュース
（６月分）

面　会　　　　66件　延93名来苑
外　出　　　　０件　外泊０件
ショートステイ　６名　延55日利用
ボランティア
・理美容ボランティア　１名２日間来苑
　６月18・25日
・水戸信用金庫　　６名来苑
　６月15日

ふぁみりー通信

６月の出来事

６月３日　「座談会・誕生会」を行
　いました。座談会では、今月の予
　定などをお話ししました。その後、
　誕生会を行い「ジャンパー」をプ
　レゼントしました。
６月12日　「ふらんす亭喫茶」が開
　かれ一番人気は、調理員特製の「あ
　じさいよせ」でした。皆さん「美
　味しかった」と喜ばれていました。
６月18・25日　「理美容ボランティ
　ア」が来苑して下さり、散髪して
　頂きました。皆さん夏らしくスッ
　キリとされました。
６月27日　「ふらんす亭食事」を行
　い、卵丼セット・冷やし中華セッ
　ト・サンドウィッチセットの中か
　ら好きな物を選んで頂き、召し上
　がりました。「どれも美味しそう」
　と言われていました。

明翠苑の「日常あ・れ・こ・れ」

行　事

　明翠苑では、利用者の皆さんに楽
しんでいただこうと年間の行事が組
まれています。今回は主なものを紹
介します。
４月　創立記念式典・ぼたんまつり
　　　お花見
５月　端午の節句（菖蒲湯）
　　　花まつり　ドライブ
７月　七夕　かき氷まつり
８月　夏まつり　施餓鬼法要
　　　お盆　かき氷まつり
９月　長寿を祝う会　十五夜
　　　彼岸法要
10月　滴翠会秋季運動会　慰霊祭
　　　十三夜　いも煮会
11月　鍋の日
12月　クリスマス会・忘年会
　　　冬至
１月　年頭の辞　
２月　節分　
３月　ひな祭り　彼岸法要
　　　鍋の日

　明翠苑では、毎年盛りだくさんの
行事を行っております。
　各行事担当者が中心となり、一生
懸命考えて行っています。これから
も皆さんの笑顔がたくさん見られま
すよう、職員一同頑張って支援して
まいります。
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◦
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

華か

翠す
い

会か
い

舘か
ん

だ
よ
り

石
岡
市
半
ノ
木
一
一
四
八
〇

Ｔ
Ｅ
Ｌ　
〇
二
九
九
―
二
三
―
八
二
〇
〇

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
日
誌

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
日
誌

６
月
22
日（
土
）

６
月
11
日（
火
）

利用者数　　　12名（男１名　女11名）
工　作　　　　七夕飾り作り

　今日は、7月7日の七夕に向けて、
七夕飾り作りや短冊に願い事を書き
ました。折り紙を細く切って輪っか
にしつなげて長くしたり、ちょうち
んを作ったりと皆さんで協力しあい
ながら、たくさんの飾りを作ること
ができました。短冊には、健康です
ごせますように・長生きしたい・デ
イに元気で通いたいなどの願い事が
書かれていました。

利用者数　　　11名（男１名　女10名）
レクリエーション　選択物干しゲーム

　今日のレクリエーションは、洗
濯物干しゲームです。２チームに
分かれ、職員が洗濯ばさみのつい
たピンチハンガーを持ち、そこに
タオル・靴下を干していきます。
次の方はそれを取り込んでいき、
交互に干したり取り込んだりして
いくゲームです。家事はもうずっ
とやっていないと言いながらも、
とても上手に干していました。

翠　進　会
社会福祉法人滴翠会　退 職 職 員 後 援 会

滴翠会を退職された皆様の親睦と互助を進めます。

す
い

し
ん

か
い

洗 濯 物 干 し ゲ ー ム
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明
翠
苑
居
宅
介
護

支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

石
岡
市
半
ノ
木
一
一
四
八
一
―
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ　
〇
二
九
九
―
二
三
―
九
六
三
四

　

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
ィ
の
役
割

　

今
回
は
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る

「
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
ィ
」
に
つ
い
て
お
話
さ
せ

て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
ィ
と
は
、「
利
用
者
様
に
、

一
定
期
間
施
設
に
宿
泊
し
て
頂
き
、
生
活
支

援
・
身
体
介
護
等
を
行
う
」
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

利
用
の
目
的
や
期
間
は
皆
さ
ん
様
々
で
す
。

例
え
ば
、「
ご
家
族
が
外
泊
さ
れ
る
為
、
そ

の
間
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
ィ
を
利
用
し
た
い
。」・

「
常
時
身
体
介
護
を
行
い
精
神
的
・
身
体
的

に
負
担
を
抱
え
て
い
る
の
で
休
息
の
為
、
利

用
し
た
い
。」
等
、
様
々
で
す
。
介
護
保
険

制
度
で
は
、
日
常
的
に
介
護
を
行
う
方
々

（
ご
家
族
等
）
の
休
息
目
的
で
の
シ
ョ
ー
ト

ス
テ
ィ
利
用
を
認
め
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
を
「
レ
ス
パ
イ
ト
・
ケ
ア
」
と
言
い

ま
す
。
在
宅
支
援
に
お
け
る
重
要
な
視
点
の

ひ
と
つ
に
「
ご
家
族
様
へ
の
配
慮
」
と
い
う

も
の
が
あ
り
ま
す
。
我
々
、
居
宅
介
護
支
援

事
業
者
に
求
め
ら
れ
る
要
求
事
項
と
し
て
、

心
に
留
め
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

自
宅
で
の
生
活
を
続
け
る
う
え
で
、
重
要

な
要
素
の
ひ
と
つ
に
「
介
護
を
行
う
方
々
が
、

心
身
と
も
に
健
全
で
あ
る
こ
と
」
が
挙
げ
ら

れ
る
と
思
い
ま
す
。
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
ィ
の
大

き
な
特
徴
は
、「
24
時
間
体
制
で
身
体
介
護

を
行
う
」
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
大

き
い
の
が
、「
一
定
期
間
宿
泊
す
れ
ば
、
ま

た
自
宅
に
帰
れ
る
」
と
い
う
、
ご
利
用
者
様

目
線
で
の
「
希
望
で
す
。」

　

物
理
的
な
距
離
を
と
り
、
双
方
に
と
っ
て

冷
静
に
な
る
時
間
を
持
つ
こ
と
が
重
要
で
あ

る
と
考
え
ま
す
。

　

そ
し
て
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
ィ
に
は
、
大
き

く
分
け
て
２
種
類
の
タ
イ
プ
が
あ
る
の
を
ご

存
知
で
し
ょ
う
か
？

　

ひ
と
つ
は
、
身
体
介
護
・
生
活
支
援
を
行

う
通
常
の
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
ィ
で
す
。
そ
し
て

も
う
ひ
と
つ
は
、
宿
泊
中
に
リ
ハ
ビ
リ
を
行

な
う
こ
と
が
で
き
る
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
ィ
で
す
。

こ
ち
ら
は
、
介
護
老
人
保
健
施
設
等
が
行
う

サ
ー
ビ
ス
で
す
。
料
金
は
前
者
に
比
べ
や
や

高
く
な
り
ま
す
が
、
比
較
的
長
い
期
間
で
の

利
用
者
の
場
合
は
、
在
宅
復
帰
時
の
体
力
保

持
と
い
う
意
味
合
い
で
は
有
効
か
も
知
れ
ま

せ
ん
。
ご
利
用
を
希
望
さ
れ
る
方
は
ど
う
ぞ

ご
連
絡
の
程
お
願
い
致
し
ま
す
。

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー　

岡
野　
　

貴
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今月のことば 48

社会福祉法人　滴　翠　会 http://tekisuikai.or.jp/

養 護 老 人 ホ ー ム　  滴 　 　 翠 　 　 苑
救 　 護 　 施 　 設　  慈 　 　 翠 　 　 舘
特 別 養 護 老 人 ホ ー ム　  明 　 　 翠 　 　 苑
ユニット型特別養護老人ホーム　  明 　 　 翠 　 　 苑
シ ョ ー ト ス テ ィ 施 設　  明 　 　 翠 　 　 苑
独立型デイサービスセンター　  華　　翠　　会　　舘
明 翠 苑 居 宅 介 護 支 援 セ ン タ ー

ご利用をお待ちしています

医 　 療 　 法 　 人 　 高 　 木 　 医 　 院
宗 教 法 人 時 宗 華 園 寺
社会福祉法人滴翠会退職職員後援会翠進会

職員募集中　詳しくはホームページ又は施設へご連絡下さい

☆そら豆の海老はさみ揚げ 　　　 （１人前　322Kcal）
　そら豆の香りと色を生かし、衣はさっくりとした一品です。

●材　料（２人前）
　そら豆（さやから出した物）10個 ／ 芝海老 50g
　衣：小麦粉 適量 ／ 卵白（泡立器でほぐす）適量
　　　新ひき粉 適量 ／ 揚げ油 適量 ／ 塩 適量

●作り方
① そら豆は薄皮をむき、半分に割る。
② 芝海老は殻をむいて背わたを取る。1.5%の塩水で洗って水気
　 を拭く。まな板にのせて包丁で細かく叩く。
③ ②を10等分して①ではさみ、小麦粉、卵白、新ひき粉の順に
　 衣をつける。
④ 揚げ油を160℃～170℃に熱し、③を入れてからりと揚げる。
　 塩少々ふって器に盛る。

滴翠苑 管理栄養士　高田恵美子

以
　
心
　
伝
　
心

文
字
や
言
葉
を
は
な
れ
て
心
を
も
っ
て
心
に
伝
え
る
こ
と


